
令和６年度以降の国保特会の赤字収
支の解消方法について

【諮問事項】説明資料

【提案理由】

２．赤字収支を解消して、令和6年度以降も
持続できる予算編成としたい

１．令和5年度中に余剰金（繰越金、基
金）が1,000万円程度に減少し、令
和6年度以降の予算編成ができない

【解決したい課題】

・国保特会の赤字収支の解消
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【危機的ポイント①】

・単年度収支の「赤字」が続いている
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（単位：千円）

【危機的ポイント②】

・余剰金（繰越金・基金）がR6年度には
無くなってしまう
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【赤字収支の原因①】

国保税収
の減

熊本県特別
交付金の減

医療給付費
の増

高齢者の増

国保加入者
の減

国保納付金
の増

・多くの要因が重なりあっているが、主な原因は
「国保税収の減」と「国保納付金の増」

【原因②】 国保税収の減
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国保税調定額と収納率の推移

国保税調定額 収納率（現年）

（単位：千円）

・国保加入者の減などが影響して、国保税の
調定額や収納率が年々減少傾向にある
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【原因③】 国保納付金の増
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保険給付費と国保納付金の推移

保険給付費 国保納付金

（単位：千円） （単位：千円）

・保険給付費や高齢者の増などが影響して、
国保納付金が増加傾向にある

【対応策】
・効果、コスト、リスク等の観点で、いくつかの対
応策を検討する

対応策

歳入

国保税収の増
税率を上げる

収納率を上げる

熊本県特別交付金の増

一般会計繰入金の増
法定外繰入（一般会計の町
税）で赤字を補う

歳出

保険給付費の減

医療費の適正化

後期高齢への移行勧奨

保健事業の実施

国保納付金の減
保険給付費の減

人口、所得水準の減
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